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※ Advance of Japan Ultimate Membranebioreactor technology Project

下水道膜処理技術会議 （H20.6に国交省が設置、H21年度は幹事会等を設置し
検討体制を強化）

下水道膜処理技術会議
検討体制を強化）

幹事会
第1WG 実証フィールドにおいて実証事業とは異なる型式を含めたMBRの導入可能性を検討

第2WG プ

MBR実証事業助言報告

第2WG NEDOプロジェクトの事例について検討

MBR実証事業

膜会議事務局
名古屋市
守山水処理センタ

助言報告
【改築への適用】

成果

膜会議事務局 守山水処理センター

【サテライトへの適用】

実施者：クボタ環境サービス（株）

愛知県
衣浦東部流域下水道
見合ポ プ場

【サテライトへの適用】

見合ポンプ場

実施者：メタウォーター（株）



（参考）膜処理技術について

膜処理の仕組み 膜分離活性汚泥法（MBR）膜処理の仕組み

非常に小さな穴を無数に持つ「膜」によって、汚水中の小
さな物質やウィルスなどを分離し、水をきれいにします

膜分離活性汚泥法（MBR）
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処理水ポンプ送風機

汚濁物 流入下水流入下水

汚れた水 処理された水

ＭＦ膜ユニット反応タンク ＭＦ膜ユニット反応タンク

MBRを下水処理に適用すると、微細な粒子や

細菌などを除去することができるので、良好な処
理水が得られます。水 得 れます。
また処理水を再利用することが可能になります。

さらに、通常の下水処理工程で必要な沈殿池
が不要になるなど、下水処理施設の省スペース
化を図ることができます

様々なタイプの膜が開発されている

化を図ることができます。


